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　 未 曾 有 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に よ る 混 沌 の 中 、 演 劇 界 は 「 生 き る べ き か 、 死 ぬ べ き か 、 そ れ が 問 題 だ 。」 の 境 地 で す 。 コ ロ ナ ウ

イ ル ス 感 染 症 の 対 策 と し て 公 演 中 止 を 余 儀 な く さ れ る 団 体 が 後 を 絶 た ず 、 こ の ま ま で は 「 演 劇 」 と い う そ の も の の 文 化 が 絶 え て し ま う 危

険 性 が あ り ま す 。 演 劇 が 生 き 続 け る た め に は 、 公 演 を 絶 や さ な い こ と が 必 要 で 、 コ ロ ナ 禍 の 新 し い 生 活 様 式 に 即 し た 、「 新 し い 演 劇 生 活 」

を 作 っ て い か な け れ ば な り ま せ ん 。 私 た ち 隆 善 舞 台 は 「 新 し い 演 劇 生 活 」 を 提 供 で き る よ う 、 本 公 演 を 企 画 い た し ま し た 。

　 コ ロ ナ 禍 で は 、 新 し い 生 活 様 式 に 対 応 す る た め 、 感 染 症 対 策 の ガ イ ド ラ イ ン を も と に 暗 中 模 索 し な が ら 公 演 は 生 み 出 さ れ て い ま す 。 し

か し 、私 た ち は「 公 演 基 準 を 満 た す 」と い う 観 客 へ の 安 全 の 提 示 す る こ と に は 収 ま ら ず 、そ の 様 を 演 出 に 組 み 込 む と い う 新 た な る 驚 き を も っ

て い る 公 演 こ そ が 求 め ら れ る と 考 え て い ま す 。

　

　 今 回 の 近 代 能 楽 集 は 古 典 の 能 楽 を 戦 後 と い う 時 代 に 合 わ せ て 生 ま れ た 作 品 集 で す 。 い わ ば 不 変 の テ ー マ を 持 っ た 作 品 集 だ か ら こ そ 、今 、

こ の 時 代 に 合 わ せ て 調 理 さ れ る こ と の 可 能 性 を 秘 め て い ま す 。「 葵 上 」 は ご 存 じ “ 生 霊 ” に よ る ミ ス テ リ ー ホ ラ ー で す 。 作 中 で 六 条 康 子

は 生 霊 と な り 自 分 自 身 に 居 直 っ て 別 れ た 恋 人 の も と に 訪 れ ま す 。 今 、 自 分 自 身 主 義 が 敵 意 を 持 ち 、 非 マ ス ク 着 用 や 、 ソ ー シ ャ ル デ ィ ス タ

ン ス を 守 ら な い 存 在 、 ひ い て は 白 人 至 上 主 義 や L G B T Q ま で 及 び お そ い か か る 、 そ う い っ た 事 実 に 向 き 合 う チ ャ ン ス に な り え ま す 。

　 そ し て 、 続 く 「 班 女 」 に お い て は 、 さ ら に 満 た さ れ な い 純 愛 は 狂 気 を 持 っ て 思 い を 深 く し 、 そ の 思 い は 現 実 を も 凌 駕 し て し ま う 事 象 に

つ い て 語 ら れ て い ま す 。 待 ち 焦 が れ た 恋 人 本 人 か ら は 、恋 人 を 感 じ ら れ な い と い う 感 覚 。 そ の 狂 気 を 受 け 入 れ る も の 、受 け 入 れ な い も の 、

そ し て そ の 背 景 に 存 在 す る 闇 と 、そ れ を 惑 わ す あ や か し の 夕 日 を 演 出 に お い て 、役 者 と 観 客 の デ ィ ス タ ン ス を 念 頭 に 仕 掛 け を 講 じ ま し た 。

ぜ ひ 、 新 し い 演 劇 生 活 へ の チ ャ レ ン ジ に ご 参 加 く だ さ い 。

新しい生活様式 × 　　　演　　　劇
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隆 善 舞 台 第 六 回 プ ロ デ ュ ー ス 公 演
「 近 代 能 楽 集 　 葵 上 / 班 女 」

演 出 ： 坂 川 善 樹 （ 隆 善 舞 台 ）　 作 ： 三 島 由 紀 夫

場 所 ： 前 橋 市 芸 術 文 化 れ ん が 蔵 （ 前 橋 市 三 河 町 一 丁 目 1 6 - 2 7 ）

日 程 ： 2 0 2 0 年 2 月 1 1 日 ( 木 ・ 祝 ) ～ 1 4 日 （ 日 ）（ 各 5 回 ず つ 1 0 回 公 演 予 定 ）

料 金 ： 1 , 0 0 0 円 （ 中 学 生 以 下 無 料 ）

完 全 予 約 制 　 一 公 演 あ た り 2 0 名 限 定

1 2 月 1 日 ( 火 ) よ り チ ケ ッ ト 予 約 開 始 予 定 。 オ ン ラ イ ン 決 済 を 想 定 中 。

1 1 : 3 0 ～ 「 班 女 」 

1 4 : 3 0 ～ 「 葵 上 」   

1 7 : 0 0 ～ 「 班 女 」

2 0 : 0 0 ～ 「 葵 上 」

2 / 1 3 ( 土 )
1 1 : 3 0 ～ 「 葵 上 」

1 4 : 3 0 ～ 「 班 女 」

1 7 : 0 0 ～ 「 葵 上 」

2 0 : 0 0 ～ 「 班 女 」

2 / 1 1 ( 木 )
1 1 : 3 0 ～ 「 葵 上 」

1 4 : 3 0 ～ 「 班 女 」

2 / 1 4 ( 日 )

※ C O V I D - 1 9 ( 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 ) の 流 行 に 伴 い 、 公 演 概 要 を 一 部 変 更 す る 場 合 が ご ざ い ま す 。
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入 院 し て 毎 夜 う な さ れ 苦 し む 妻 ・ 葵 の も と

へ 、 夫 ・ 若 林 光 が 見 舞 い に 訪 れ た 。 看 護 師 に

よ る と 毎 晩 見 舞 い に 来 る ブ ル ジ ョ ア 風 の 女 が

い る と い う 。 光 が 病 室 に い る と 、 和 服 姿 に 黒

い 手 袋 を つ け た 六 条 康 子 が 現 れ た 。 光 と 康 子

は か つ て 恋 仲 で あ っ た 。 毎 夜 、 葵 を 苦 し め て

い た の は 嫉 妬 心 に 駆 ら れ た 六 条 康 子 の 生 霊 で

あ っ た 。 康 子 ( 生 霊 ) は 光 の 気 持 ち を 自 分

の ほ う へ 向 け よ う と す る が ・ ・ ・ 。

画 家 志 望 の  4 0  歳 の 女 ・ 本 田 実 子 は 不 安 で

あ っ た 。 彼 女 の 家 に 住 ま わ せ て い る 美 女 ・ 花

子 の 古 風 な ロ マ ン ス の こ と が 新 聞 記 事 に な っ

て し ま っ た か ら だ 。 花 子 は か つ て ひ と り の

男 ・ 吉 雄 を 愛 し 、 扇 を 交 換 し た 。 い つ か 会 え

る こ と を 願 っ て 駅 の ベ ン チ で 男 を 待 ち 続 け て

い る う ち に 狂 気 に 陥 っ て し ま っ て い た 。 そ の

記 事 が い ず れ 吉 雄 の 目 に と ま り 、 二 人 が 再 会

し て し ま う の で は な い か と 実 子 は 恐 れ た 。 実

子 は 花 子 の 美 し さ を 愛 し 、 そ の 美 を 独 占 し 続

け る つ も り で あ っ た が ・ ・ ・ 。

※出演者はオーディションを開催し決定します。

本 田 実 子 ： 山 﨑 香

花 　 　 子 ： a n i r
吉 　 　 雄 ： 富 井 大 遥

出 演 者
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本 公 演 は 緊 急 事 態 舞 台 芸 術 ネ ッ ト ワ ー ク よ り 発 表 さ れ て い る 「 舞 台 芸 術 公 演 に お け る 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 予 防 対 策 ガ イ ド ラ イ

ン 」 に 則 り 感 染 症 対 策 に 万 全 を 期 し た 状 態 で 公 演 を 開 催 い た し ま す 。

本公演における新型コロナウイルス感染予防対策

● 会場内の各所における対応策

会場内 ( 会場入口、チケット窓口）において、列を作
る際などには可能な限り間隔を開けるよう案内し、人
が密集しないよう努める。

手洗い、手指の消毒を励行する。

公演の前後に必ず会場内の消毒・換気を行う。

座席は適切に感染予防措置がとれる席配置とする。

座席の最前列席は舞台前、もしくは俳優の演技エリア
から十分な距離を取る。

客席では、マスクを着用し、自席で会話をしないよう
周知する。

チケット窓口ではマスクの着用とともに、透明ビニー
ルカーテンを設置し、購買者との間を遮蔽するよう努
める。

現金の取扱いを極力減らすため、オンラインチケット
の販売を行う。

清掃やゴミの廃棄を行う者は、マスクや手袋の着用を
徹底する。

作業を終えた後は、手洗いや手指消毒を行う。

● 公演当日の対策

感染予防のため、来場者に対し以下について周知をす
る。
・ 咳エチケット、マスク着用、手洗い
・ 手指の消毒の徹底
・ フィジカルディスタンスの確保の徹底
・ 下記の症状に該当する場合、来場を控えること。
37.5℃以上の発熱、極端な咳、呼吸困難、全身倦怠感、
咽頭痛、味覚・嗅覚障害、頭痛、下痢、嘔気・嘔吐

以下の場合には、入場しないよう要請する。
- 発熱があり検温の結果、37.5℃以上の発熱があった
場合
- 咳・咽頭痛などの症状がある場合
- 新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚
接触がある場合
- 過去 2 週間以内に政府から入国制限、入国後の観察
期間を必要とされている国・地域への訪問歴及び当該
在住者との濃厚接触がある場合等

パンフレット・チラシ・アンケート等は極力手渡しに
よる配布は避ける。

プレゼント、差し入れ、祝花等は控えるよう呼び掛け
る。

感染が疑われる者が発生した場合、速やかに医療機関
及び保健所へ連絡し、指示を受ける。

● 公演前の対策

ひと公演当たりの来場者数を 20 名に限定し、チケッ
トシステム等に事前に把握している範囲で、公演ごと
に、来場者の氏名 、及び緊急連絡先の把握をする。また、
来場者に対して、こうした情報が来場者から感染者が
発生した場合など必要に応じて保健所等の公的機関へ
提供され得ることを事前に周知する。

来場前の検温の実施の要請のほか、来館を控えてもら
うケースを事前に周知する。

感染防止のため、来場者する際にマスク着用の上来場
するよう呼びかける。

事前に余裕を持った退場時間を設定し、出待ちや面会
等は控えるよう呼び掛ける。

公演ごとに来場者の氏名及び緊急連絡先を把握し、名
簿を作成し保存する。（保存期間を当面 1 か月以上と
する）。なお、個人情報の保護の観点から、名簿等の
保管には十分な対策を講ずる。

感染が疑われる者が発生した場合には速やかに連携が
図れるよう、所轄の保健所との連絡体制を整え、必要
な情報提供を行う。

● 公演後の対策
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　隆善舞台は 2016 年 8 月より坂川善樹（前橋市）が、演出家、舞台監督、

照明、音響、俳優として活動開始。2017 年度より制作に鳴海琢元（高崎市）

が加入し、活動の枠を広げるべく舞台公演を行うようになる。2018 年 2

月 に 初 の プ ロ デ ュ ー ス 公 演 と し て 北 村 想 作「寿 歌」を 前 橋 芸 術 文 化 れ ん

が蔵にて行う。会場内を 360 度見回すことのできる舞台として使用した

り、2 週に渡り 8 回公演するなど、様々な実験的な試みを取り入れ、初

公演ながら地方を拠点に活動する劇団としては異例の 350 名が来場。

　そ の 後 も「プ ロ デ ュ ー ス 公 演」と 題 し、群 馬 で 活 躍 す る 俳 優 を そ の 都

度 招 き、精 力 的 に 公 演 を 行 な っ て い る。舞 台 裏 方 に 精 通 し た ス タ ッ フ 陣

が 盤 石 の 体 制 を 整 え る こ と で、よ り 高 い ク オ リ テ ィ を 目 指 す。 県 内 で は

珍 し く、複 数 回 公 演、シ ャ ッ フ ル キ ャ ス ト な ど、俳 優 が よ り 多 く の 場 数

を 踏 め る よ う な 環 境 の 創 作 や 新 た な チ ケ ッ ト の 販 売 方 法、宣 伝 方 法 の 模

索など、制作面でも数々の試みを企てている。

1960 年代中期から 1970 年代前半にかけて全盛期を迎えたアングラ演劇

を 主 軸 に、こ の 時 代 の 人 が 抱 え る 問 題 を 折 り 込 み、現 代 テ イ ス ト に 仕 上

げるのが特徴である。

演 出 家、役 者、舞 台 監 督。隆 善 舞 台 主 宰。ア ー ツ サ ウ ン ド ビ ジ ュ ア ル 専

門 学 校 講 師。群 馬 県 高 崎 市 出 身、前 橋 市 在 住。高 校 演 劇 を 経 て、群 馬 県

高崎市の市民劇団に所属、その後都内某劇団に入団し研究生として演出

部、俳優部を経験。 1998 年より帰郷。現在は前橋市を中心に地域芸術活

動 を、舞 台 監 督、音 響、照 明 な ど で サ ポ ー ト、イ ベ ン ト 運 営、高 校 演 劇

や地域市民劇団に演劇全般の指導を行っている｡

近 年 の 主 な 活 動
2 0 1 7 年 　
隆 善 舞 台 「 寿 歌 」　
隆 善 舞 台 「 星 の 王 子 さ ま 」 
2 0 1 8 年 　
隆 善 舞 台 「 救 い の 猫 ロ リ ー タ は い ま … 」　
ま え ば し 市 民 ミ ュ ー ジ カ ル 「 鎮 魂 華 」　 　 　
ア フ ガ ニ ス タ ン 演 劇 『 修 復 不 能 』 リ ー デ ィ ン グ 公 演 　
農 村 舞 台 で シ ェ イ ク ス ピ ア 　
2 0 1 9 年
隆 善 舞 台 「 寿 歌 」　
2 0 2 0 年
隆 善 舞 台 「 愛 し の メ デ ィ ア 」
隆 善 舞 台 「 近 代 能 楽 集 　 葵 上 ／ 班 女 」　

演 出
演 出

演 出
舞 台 監 督 ・ 役 者
出 演
舞 台 監 督

演 出 ・ 出 演

演 出
演 出

坂 川 善 樹隆 善 舞 台 ( リュウゼンブタイ ) ( サカガワヨシキ )


